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Ⅰ．はじめに

1．幼児の音楽鑑賞の必要性
これまで小学校の音楽鑑賞教育については様々
な研究が行われ、子どもたちが音楽に興味や関心
を持てるような教材や授業の進め方が日々模索さ
れている。小学校学習指導要領での音楽科の内容
は「表現」と「鑑賞」の 2領域に別れ、「鑑賞」は
クラシック音楽の楽曲を中心に行われてきた。小
学 1、2 年生の「鑑賞」におけるねらいは、「鑑賞
についての知識を得たり生かしたりしながら、曲
や演奏の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴
くこと」、「曲想と音楽の構造との関わりについて
気づくこと」１）であり、音楽の世界に入り込んで
自分なりの思いを持って聴くことと、客観的に音
楽を捉えることが求められる。
一方、幼稚園や保育園、こども園（以下、就学前
施設とする。）での音楽鑑賞の実施は自由であり、

各園の考え方に任されているところが大きい。幼
稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領では共通して、音楽に関する
内容は、感性と表現に関する領域「表現」として
扱われ、「感じたことや考えたことを自分なりに表
現することを通して、豊かな感性や表現する力を
養い、創造性を豊かにする。」２）ということが掲げ
られている。表現領域のねらいや内容から、幼児
の表現活動には、生活の中にあるものや遊びの中
での表現が重視されていることがわかる。鑑賞の
観点から言えば、音楽を聴く以前に、身近な生活
や自然の「音」に耳をすますことが求められると
言えるであろう。そうすることで幼児は「気づき」
の体験をし、面白さや不思議さなどを感じて楽し
む。この経験を繰り返し、気づいたことや楽しいと
感じたことを友達や保育者と共有し共感すること
で、更に豊かな感性が養われていくのである。３）児
童と幼児では発達に差があるものの、小学校での
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「鑑賞」と、就学前施設での「耳をすます」ことの
差は大きい。自然の音と音楽には繋がりはあるも
のの、自然の音と、人間が意図して作り上げた音
楽（芸術作品）では大きな違いがあり、芸術作品
には向き合って行く姿勢が必要である。芸術作品
に向き合う時に必要なのは、人それぞれの「感性」
であり、幼児期は感性が育まれる上で大変重要な
時期である。進藤（2010）は、芸術に内包される
「創造性」や「個性」は、子どもの中から溢れ出て
くるものであり、その成長を見守るのが教育の本
質であるからこそ、芸術と教育は不可分の一体と
なって子供の成長に関わってくる４）、と述べてい
る。作曲家の感性そのものである音楽に幼児の心
が反応することにより、音楽的な感性が育まれる
だけでなく、人格形成など精神的な成長に関わっ
てくるのだ。以上のことから、幼児期には発達に
合った音楽鑑賞が必要であることが考えられる。

2．問題と目的
就学前施設での鑑賞活動として、演奏家を招い
て生演奏を聴くアウトリーチコンサートと、音楽
鑑賞の時間をとって園児らに CDなどのクラシッ
ク音楽を聴かせることがあげられる。これらの経
験は幼児の音楽的な感性を育むとともに、小学校
以降の鑑賞に繋がる環境を与えていることになる
だろう。インターネットで調べると、内容は様々
であるが、アウトリーチコンサートはさかんに行
われている。幼児期に生のクラシック音楽のコン
サートを体験することに関して、戸川（2013）は、
プロの演奏家が「未就学児入場不可」のコンサー
トにおいて提供するようなクラシック音楽プログ
ラムがどの世代においても有用であるということ
を、マタニティーコンサート、親子コンサート、未
就学児入場可のクラシックコンサートという、3つ
のスタイルのコンサートの実施により証明した。
そして、「子ども向け」のプログラムでなくとも、
クラシック音楽を生で聴くことにより、子どもが
音楽を感じたままに体で表現をし、興味を持って
集中して聴くことができるといった効果があった
ことを報告している。５）五感で楽しめる生演奏と
の出会いは、幼児の心に鮮烈な印象を与えるに違
いない。

では、演奏者の姿を伴わない音楽鑑賞による幼
児への影響はどのようなものだろうか。複数の先
行研究では、就学前の子どもたちが音楽の感情（楽
しさ、悲しさなど）を理解していることを、顔表
情尺度を用いて選択させる方法などで明らかにし
ている。６）しかしインターネットや聞き取りで調
べる限りでは、日常的にクラシック音楽鑑賞の時
間を取っている就学前施設は多くない。生演奏を
超える感動はないにしても、日常的な鑑賞は、幼
児に様々な気づきや楽しさを与え、その経験の蓄
積が幼児の感性に働きかけ表現の幅を広げるだろ
う。また、アウトリーチコンサートを年に何回も実
施することは難しく、オーディオ機器による鑑賞
なら時間さえあればどんな園でも始めやすい。本
論文は、日常的にクラシック音楽の鑑賞の時間を
とっている就学前施設へのアンケート調査から現
状を把握し、日常的な音楽鑑賞の有用性と、幼児
の感性を育むクラシック音楽の鑑賞のあり方を探
ることを目的とする。

3．幼児期の音楽鑑賞に求められること
久保田（2019）は、「鑑賞」の意味について、そ
の漢字から、「芸術作品などをよく吟味して味わ
う」ものだと述べている。また、「鑑賞」に相当す
る英語 appreciation（名詞）、appreciate（動詞）
がラテン語の appretium（値打ちのあるもの）に
由来していることから、何らかの曲を鑑賞する場
合、すでにそれに価値があるものであることが前
提になっていると述べている。７）西島（2010）は
著書の中で、「鑑賞」の捉え方について、①対象
を芸術として判断することも含む関わり方である
「音楽美学的に正しい聴取」、②「芸術」であると
予め判断された対象を理解し味わう、③ listening

や enjoyなどの言葉にも置き換えられる、対象を芸
術には限らない楽しみ方、の 3種としている。さ
らに、appreciateが芸術だけを対象とする語では
ないことから、②「芸術」であると予め判断され
た対象を理解し味わう鑑賞は、日本独自のもので
あると述べている。８）小学校以降の鑑賞教育はこ
れであると考えられる。
一方、幼児がクラシック音楽を聴くときにはこ
のような「鑑賞」は当てはまらず、より自由なク
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ラシック音楽の聴き方ができるはずである。本稿
では幼児の感性を育むことを掲げているが、感性
を育むことについて、鈴木（2009）は、「感受する
力」だけでなく「表現する力」を伸ばすことが必
要であるとし９）、赤木（2010）は、感性は、受動性
と能動性を兼ね備えた力で感受・感情・情動を耕
すことにより育まれる 10）、述べている。本稿でも
感性が「感受」と「表現」（受動性と能動性）の力
であることを念頭に置くが、この姿勢は表現領域
の「ねらい」にも見ることができる。
そこで、幼児の音楽鑑賞の目的を、表現領域の

「ねらい」の項目を参考に導き出すと、鑑賞によっ
て、「1.いろいろなもの（音楽）の美しさに対する豊
かな感性をもつ」（感受）、「2.感じたことや考えた
ことを自分なりに表現して楽しむ」（表現）、「3.生
活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽し
む」（表現）11）、ことが求められると言えるだろう。
幼児期のクラシック音楽鑑賞は、鑑賞活動として
は一般的な「音楽の美しさを感じる」ことに加え、
楽しく、生活とも関わっていることが望ましい。さ
らに感性を育むという点では、音楽鑑賞の経験に
よって、「表現したい」という意欲を持つよう導く
ものであることが求められると言えるだろう。

Ⅱ．  就学前施設への、クラシック音楽鑑賞に
関する調査

1．調査概要
2021 年 6 月、日常的にクラシック音楽鑑賞を実

施している全国14園にクラシック音楽鑑賞に関す
るアンケートを依頼した。そのうち 13園には返信
用封筒を同封したアンケートを郵送し、1園は直接
アンケートを持参し回答を依頼した。14 園のうち
9園（保育園 3園、幼稚園 3園、幼稚園型認定こど
も園 3園）から回答を得た。回答のあった園をそれ
ぞれ A園、B園、C園、D園、E園、F園、G園、
H園、I園とする。質問項目は 1.音楽鑑賞を実施す
る時間帯、2.鑑賞曲目と作曲家、3.音楽鑑賞をす
る目的、4.選曲の際に考えること、5.鑑賞中の幼
児の様子、6.鑑賞中の保育者の様子、7.鑑賞後の
幼児の様子、8.園児に鑑賞曲の説明をするか。説
明する場合どの程度するか、9.鑑賞の時間をとっ

てよかったこと、10.音楽鑑賞に関する悩み、改善
したい点、11.アウトリーチコンサートを行ってい
るか、である。設問 1、2、8 ～ 11 は記述式で、3
～ 7 は選択式である。倫理的配慮として、回答の
内容については本研究でのみ利用し、それ以外の
目的で利用することは一切ないことを伝えた。

2．結果と考察
1）音楽鑑賞を実施する時間帯
全ての園が9時～10時台の朝の時間帯に鑑賞を
行なっており、登園後の自由遊びと保育時間の間
（朝の会）に行う園が多いことがわかった。F園の
み朝と帰り（14 時前）の 2回行なっている（図 1）。
E園は週 1回、D園は週 4日、他の園は平日に毎
日鑑賞を行なっている。鑑賞曲を流す時間は 1分
半～ 10 分以内である（図 2）。アンケートの記述
から、時間内で選曲する園と、作品が長い場合は
フェードアウトさせる園があることがわかった。

2）鑑賞曲目と作曲家
2020年 4月から2021年 6月までの鑑賞曲と作曲
家を月ごとに記述してもらった。G園と I園は各ク
ラス担任がそれぞれ選曲して聴かせているという
ことで、曲目の記述は省略されていた。A、B、C、
D、E、F、H園の月ごとの鑑賞曲は表 1に記した。
各園、偏りはあるものの、バロックから近現代ま
で幅広い時代から選曲がされていた。モーツァル
トの作品に限定している E園以外は、どの園もロ
マン派の作品を最も多く選曲していた（図 3）。ま
た、作曲家別鑑賞曲数として上位 13 名の作曲家と
内訳を図 4に示した。E園の影響でモーツァルト
が突出しているが、チャイコフスキー、ショパン、
サン＝サーンスの作品は 7園中 5園が選曲してお
り、人気が高いことがわかった。長調の曲が多く
選ばれており（図 5）、楽しさ、穏やかさ、軽快さ、
華やかさなどを感じさせる曲調の作品が多く選ば
れていた。どの園も一日のはじめや終わりに聞か
せることから、気持ちよく明るくスタートできる
（落ち着いて 1日を終える）曲を選んでいるように
思われる。短調の曲目はモーツァルトの「トルコ
行進曲」のように、暗さより軽快さの印象が強い
曲が選曲されていたが、D園では短調の物悲しい
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図 2　鑑賞曲を流す時間

図 1　音楽鑑賞する時間帯
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表 1　各園の鑑賞曲（2020年 4月～ 2021年 6月）
月 園 曲目（作曲者）

（2020）
4 月

A 「四季」より春（ヴィヴァルディ）　かわいいかくれんぼ（中田喜直）
B なし
C ミッキーマウスマーチ（J.ドット　昨年度の鼓笛発表曲）　花は咲く（菅野よう子）
D 月の光（ドビュッシー）
E 年長：きらきら星変奏曲（全てモーツァルト）年中：フルートとハープのための協奏曲 年少：音楽の冗談　K.522第 1楽章
F なし
H 歌う小鳥（バルロン）

5月 A 子犬のワルツ（ショパン）　犬のおまわりさん（大中恩）
B 美しきロスマリン（クライスラー）クラリネットポルカ（ポーランド民謡）
ことりのうた（芥川也寸志）歌の翼に（メンデルスゾーン）

C 「四季」より春（ヴィヴァルディ）　愛の挨拶（エルガー）
D 美しく青きドナウ（ヨハンシュトラウスⅡ）
E なし（休園）
F 口笛吹きと犬（アーサー・プライアー）
H ガヴォット（ゴセック）

6月 A 金平糖の精の踊り（チャイコフスキー）手のひらを太陽に（いずみたく）
B 金平糖の精の踊り（チャイコフスキー）ワルツ（ブラームス）シャボン玉（中山晋平）カエルの歌（ドイツ民謡）
C シンコペーテッドクロック（アンダーソン）　雨だれ（ショパン）
D 「マドンナの宝石」間奏曲（ヴォルク・フェラーリ）
E 年長：幻想曲 ハ短調 年中：歌劇「フィガロの結婚」序曲 年少：ピアノソナタ KV.545 第 1 楽章
F 水の戯れ（ラヴェル）
H ノクターン　第 2番（ショパン）

7月 A 白鳥（サン＝サーンス）とんでったバナナ（桜井順）
B おもちゃの兵隊（イェッセル）　子犬のワルツ（ショパン）　水族館（サン＝サーンス）　きらきら星（フランス民謡）
C 花のワルツ（チャイコフスキー）　「ペールギュント」より「朝」（グリーグ）
D トロイメライ（シューマン）
E 年長：ヴァイオリンソナタ K.304 第 1 楽章 年中：歌劇「魔笛」より「なんと美しい絵姿」 年長：きらきら星変奏曲
F きらきら星変奏曲（モーツァルト）
H 亜麻色の髪の乙女（ドビュッシー）

8月 A 幻想ワルツ（グリンカ）およげ !たいやきくん（佐瀬寿一）
B 7 月と同じ
C ユーモレスク（ドヴォルザーク）
D スケーターズワルツ（ワルトトイフェル）
E 年長：歌劇「魔笛」より「なんと美しい絵姿」 年中：ピアノソナタ KV.310 第 1 楽章 年少：トルコ行進曲
F 王宮の花火の音楽（ヘンデル）
H 歌の翼に（メンデルスゾーン）

9月 A ピアノソナタ KV.545（モーツァルト）　世界中のこどもたちが（中川ひろたか）
B 山の音楽家（ドイツ民謡）
C ノクターン（ショパン）　月の光（ドビュッシー）
D 嘆きのセレナーデ（トセリ）
E 年長：歌劇「コシ・ファン・トゥッテ」
より「女も 15 になれば」

年中：ヴァイオリンソナタ K304 より
第 1楽章

年少：歌劇「魔笛」序曲

F 交響曲第 6番「田園」より第 3楽章（ベートーヴェン）
H 踊る人形（ボルディーニ）
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10 月 A 愛の喜び（クライスラー）不思議なポケット（渡辺茂）
B ユーモレスク（ドヴォルザーク）エリーゼのために（ベートーヴェン）かわいいかくれんぼ（中田喜直）もみじ（岡野
貞一）

C きらきら星変奏曲（モーツァルト）喜びの歌（ベートーヴェン）展覧会の絵（ムソグルスキー）
D 「椿姫」第 1幕の前奏曲（ヴェルディ）
E 年長：ピアノソナタ KV.310 第 1 楽章 年中：幻想曲　ハ短調 年少：歌劇「魔笛」より「パ・パ・パパゲーノ
F 愛の喜び（クライスラー）
H エリーゼのために（ベートーヴェン）

11 月 A 交響曲第 5番より第 3楽章（チャイコフスキー）ドコノコキノコ（ザッハトルテ）
B タンゴ（アルベニス）どんぐりころころ（梁田貞）
C 白鳥（サン＝サーンス　白鳥の飛来に合わせて）
D 金と銀（レハール）
E 年長：幻想曲　ハ短調 年中：歌劇「コシ・ファン・トゥッテ」

より「女も 15 になれば」
年少：歌劇「魔笛」より「おいらは鳥
刺し」

F ポロネーズ第 3番（ショパン）
H トロイカ（チャイコフスキー）

12 月 A 「くるみ割り人形」小序曲（チャイコフスキー）小さな世界（シャーマン）
B シンコペーテッドクロック（アンダーソン）ゆき（作曲者不詳）森のくまさん（アメリカ民謡）お正月（滝廉太郎）
C カノン（パッヘルベル）
D ユーモレスク（ドヴォルザーク）
E 年長：ヴァイオリンソナタ K.304 第 1
楽章

年中：フルートとハープのための協奏
曲

3つのドイツ舞曲 K.605 第 3 番「そり
遊び」

F 「くるみ割り人形」より小序曲（チャイコフスキー）
H お父様にお願い（プッチーニ）

（2021）
1 月

A 華麗なる大円舞曲（ショパン）ドレミの歌（ロジャース）
B 歌の翼に（メンデルゾーン）
C トルコ行進曲（モーツァルト）
D セレナーデ（ハイドン）
E 年長：歌劇「魔笛」より「なんと美し
い絵姿」

年中：歌劇「フィガロの結婚」序曲 年少：ピアノ協奏曲第 21 番より第 1楽
章

F 「四季」より「冬」第 2楽章（ヴィヴァルディ）
H メヌエット（ボッケリーニ）

2月 A 弦楽セレナーデより第 2楽章「ワルツ」（チャイコフスキー）鬼のパンツ（ルイージ・デンツァ）
B ノクターン（ショパン）　ラルゴ（ヘンデル）エリーゼのために（ベートーヴェン）どんな色が好き（坂田おさむ）
C 春の歌（メンデルスゾーン）ミッキーマウスマーチ（J.ドット）シングシングシング（ジャズ）
D ポルカ「観光列車」（ヨハンシュトラウスⅡ）
E 年長：音楽の冗談　K.522第 1楽章 年中：ピアノソナタ KV.545 より第 1楽章 年少：アイネ・クライネ・ナハトムジーク
F 白鳥（サン＝サーンス）
H 楽興の時　第 3番（シューベルト）

3月 A 主よ人の望みの喜びよ（バッハ）勇気 100%（馬飼野康二）
B カノン（パッヘルベル）思い出のアルバム（本多鉄麿）
C 2 月と同じ　春の歌（メンデルスゾーン）ミッキーマウスマーチ（J.ドット）　シングシングシング（ジャズ）
D ソルヴェイグの歌（グリーグ）
E 年長：ピアノソナタ KV.545　第 1楽章 年中：音楽の冗談　 K.522 第 1 楽章 年少：きらきら星変奏曲
F メヌエット　ト長調（バッハ）
H 別れの曲（ショパン）
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雰囲気の曲を取り入れ、様々な曲調に触れさせて
いた。また、毎月ではないが季節や記念日に合っ
た選曲をしている園が多く、生活と結びついた鑑
賞をしていることがわかった。

3）音楽鑑賞をする目的
アンケートでは 1.音楽の楽しさを知って欲し

いため、2.幼児にいろいろなクラシック曲を知っ
てもらうため、3.いろいろな音色や音楽に興味を
持って欲しいため、4.美しい音を聴いて欲しい、
5.リラックスして欲しい、6.集中して欲しい、7.静
かにして欲しい、8.その他（記述）の中から、当

てはまるものを選択してもらった。結果は表 2に
示した。
どの園も、「4.美しい音を聴いて欲しい」を共通
して選択していた。次いで、楽しさ（7園）、興味
（7園）、集中（7園）、教養（6園）が選ばれていた。
多くの選択肢に丸をした園が多かったが、「8.その
他」の記入から、それぞれの園の音楽鑑賞に関す
る考え方や、求めることがわかった。B園「良い音
楽をたくさん聞かせたい」、D園「音楽とは何か、
を感じる『感情』が育って欲しい」というのは感
受の力を育てることを目的としている。

F園「友達と音楽を共有することの心地よさを
経験させたい」は、感受だけでなく表現する力を
育む要素にもなる。鑑賞は音楽と個人の繋がりで
あるが、共有することで、音楽と自分と友達の繋
がりとなり、そこには音楽の印象や感動を表す動
作や言葉が存在するだろう。H園「遊び力、表現
力を高める一助としたいため」というのも、感受
するだけでなく、表現する力を育成することを目
的としている。
また、C、F、Gの 3園が「心を落ち着かせる」
ということをあげており、C、F園は鑑賞後の活動
のことを見据えている。

11%

28%

46%

15%

図 3　鑑賞曲の作曲時代別の割合

4 月 A 「四季」より春（ヴィヴァルディ）　ことりのうた（芥川也寸志）
B なし
D ラデッキー行進曲（ヨハン・シュトラウスⅡ）
E 年長：きらきら星変奏曲 年中；フルートとハープのための協奏曲 年少：音楽の冗談　K.522 第 1 楽章
F 春の歌（メンデルスゾーン）
H ポロネーズ第 3番（ショパン）

5月 A メヌエット（バッハ）おつかいありさん（團伊玖磨）
B 美しきロスマリン（クライスラー）クラリネットポルカ（ポーランド民謡）　ことりのうた（芥川也寸志）
D 皇帝円舞曲（ヨハン・シュトラウスⅡ）
E 年長：アイネ・クライネ・ナハトムジーク 年中：きらきら星変奏曲 年少：歌劇「魔笛」序曲
F おもちゃの兵隊（イェッセル）
H アンダンテ・カンタービレ（チャイコフスキー）

6月 A シバの女王の入城（ヘンデル）　シャボン玉（中山晋平）
B 金平糖の精の踊り（チャイコフスキー）ガヴォット（ゴセック）シャボン玉（中山晋平）ユーモレスク（ドヴォルザーク）
D 白鳥（サン＝サーンス）
E 年長：幻想曲　ハ短調 年中：歌劇「フィガロの結婚」序曲 年少：ピアノソナタ KV.545 第 1 楽章
F シンコペーテッドクロック（アンダーソン）
H 愉快な鍛冶屋（ヘンデル）
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4）選曲の際に考えること
アンケートでは、1.季節感、2.演奏時間、3.明
るい雰囲気の、4.幼児がイメージしやすいものが
テーマになっている曲、5.小学校音楽科との連携
（鑑賞の共通教材から選ぶなど）6.有名な曲、7.リ
ズム感が良い曲、8.落ち着いた曲、9.楽器編成、
10.前の鑑賞曲との兼ね合い（先月は交響曲だった
から今月は独奏曲にしようなど）、11.保育者の好
きな曲、12.その他（記述）から選択してもらった。
結果は表 3に示した。

「6.有名な曲」を選んでいる園が多数であった（8
園）。有名な曲は、今後もあらゆる場面で聴く可能
性が高く、幼児期の記憶が知識となり今後も役立
つ可能性が高い。
次いで、「1.季節感」を考えている園が多い（6
園）。設問 1「鑑賞曲目」の結果からも、4月や 5
月にヴィヴァルディの「春」、メンデルスゾーンの
「春の歌」、6月の時の記念日に合わせてアンダーソ
ンの「シンコペーテッドクロック」、12 月にチャイ
コフスキーの「くるみ割り人形」など季節感を感
じる選曲が多く見られる。肌や景色で感じる季節
を、音楽からも感じることができ、幼児の感性に
働きかけることが大いに期待できる。
次いで、「2.演奏時間」は 5園が上げている。制
限時間内の選曲をする園もあれば、曲が長ければ
フェードアウトするという園もある。演奏時間は
選曲を制限してしまうので、曲によってはフェー
ドアウトするのも良いのかもしれない。
「4.幼児がイメージしやすいものがテーマに
なっている」も 5園が選択している。設問 1から
も、題名のついた曲が多いことがわかる。小鳥、子

図 4　作曲家別選択曲数（上位 13名）

86%

14%

図 5　鑑賞曲の長調と短調の割合
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表 2　音楽鑑賞をする目的

選択肢 1.音楽の楽しさを知ってほしい、2.色々なクラシック曲を知ってもらうため、3.色々な音色や音楽に興味
を持ってほしい、4.美しい音を聞いてほしい、5.リラックスしてほしい、6.集中してほしい、7.静かにしてほし
い、8.その他
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表 3　選曲の際考えること

選択肢 1.季節感、2.演奏時間、3.明るい雰囲気の曲、4.幼児がイメージしやすいものがテーマになってい
る曲、5.小学校音楽科との連携（鑑賞の共通教材から選ぶなど）6.有名な曲、7.リズム感が良い曲、8.落
ち着いた曲、9.楽器編成、10.前の鑑賞曲との兼ね合い、11.保育者の好きな曲、12.その他
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犬、白鳥、時計、雨、おもちゃ、列車などは幼児
のイメージしやすいテーマである。
また、「8.落ち着いた曲」は 5園が選択し、「3.明

るい雰囲気の曲」（2園）より多く選ばれていた。
設問 3「音楽鑑賞をする目的」の結果から、心を落
ち着かせるために鑑賞している園があることがわ
かっており、設問 1の結果からも、極端にテンポ
が速い曲や劇的なものは見当たらなかった。
「9.楽器編成」と「10.前の鑑賞曲との兼ね合い」
は 2園のみが選択していたが、設問 1の結果から
も、園によっては楽器編成や作曲家に偏りが見ら
れた。選曲者の好みなども反映されると考えられ、
選曲の方法（担当 1人が行うのか、全体会議など
で多数の意見で決めるのか）によっても演奏形態、
時代、曲想などのバランスは変わるだろう。印象
の似た曲目が並ぶより、色々な音色やスタイルを
体験させることで、幼児に気づきや驚きをもたら
すのではないだろうか。楽器編成や作曲家の違い
を持たせることが必要である。

5）鑑賞中の園児の様子
アンケートでは、1.静かに座って聞いている、

2.ざわざわしている 3.無表情になっている（集中
しているのかもしれない）、4.好きな作業をしなが
ら聞いている（お絵かき、別の遊びなど）、5.体で

リズムを取っている、6.踊っている、7.寝ている、
8.その他から選択してもらった。結果は表 4に示
した。
回答のあった全ての園が、静かに座って音楽を
聴かせていると回答している。鑑賞という行動は、
受動的な姿勢をとり、自己自身から出る雑音をな
くすことが基本である 12）ため、子どもたちは既に
鑑賞の基本姿勢をとることができる。F園「習慣
になり、抵抗なく取り組んでいる。」、H園「一斉
放送で案内すると、自然と音楽を聴く体制になっ
ている。（生活の一部）」、E園「音楽がかかるとそ
れを合図に素早く支度をし、立腰を始める」とあ
るように、日常的に鑑賞の時間をとることで、園
児たちは「音楽鑑賞＝静かにする」のが当たり前
として、音楽に耳を傾けるようになるようだ。小
学校以降の鑑賞にもスムーズに対応できると考え
られる。また、特に姿勢に気をつけさせる園もあ
り、C、E、G園は「立腰」の姿勢で聞いている。
「立腰」とは、腰骨を立てる姿勢を常時保つことで、
「心を立てようとしたら、まず身を起こせ」という
理念のもと、森信三氏が提唱した教育法である。13）

姿勢を正したり、目を閉じたりして音楽を聴くこ
とは集中や落ち着きにつながるだろう。「4.好きな
作業をしながら聞いている」は A園のみで、幼児
にとってリラックスできる時間として扱っている

5 6 7 8 
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I 

表 4　鑑賞中の園児の様子

選択肢 1.静かに座って聞いている、2.ざわざわしている 3.無表情になっている、4.好きな作業をしなが
ら聞いている、5.体でリズムを取っている、6.踊っている、7.寝ている、8.その他
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と考えられる。
「5.体でリズムをとっている」は 4園が選択して
いる。曲調によっては大人でも体が動いてしまう
くらいなので、静かに集中しながらも、音楽に対
して自然な反応をしていると言えるだろう。また、
音楽に合わせた動きをするという行動も、表現す
る力の要素になるのではないだろうか。

6）鑑賞中の保育者の様子
アンケートでは、1.静かに座って聞いている、

2.作業をしながら聞いている（連絡帳の整理な
ど）、3.体でリズムを取っている、4.踊っている、
5.その他から選択してもらった。
ほとんどの園が、「1.静かに座って聞いている。」
を選択しており、B、H園は園児と一緒に聴くこと
を大切にしているとの記載があった。立腰教育を
行う 3園の内 2園は、鑑賞中に園児の姿勢の指導
やスキンシップをしている。
幼児と一緒に聞くことや空間を共にすることに
より繋がりが生まれ、感じたことや感動を共有で
きる。また、保育者自身も音楽を楽しむことがで
きる。

7）鑑賞後すぐの園児の様子
アンケートでは、1.まだ音楽に浸っている（曲

を口ずさむなど。）2.すぐ切り換えて、次の行動を
する 3.その他（記述）から選択してもらった。
ほとんどの園が、園児の反応がそれぞれである
ことを示した。音楽鑑賞は個人的な音楽との関わ
りであるため、その後の反応もそれぞれである。立
腰教育を兼ねている E園は「次の指示があるまで
立腰の姿勢で待つ」という記述があり、立腰しなが
ら音楽の余韻を感じているのかもしれない。また、
H園は、「曲を口ずさむなどしながらも心は整理さ
れ、次の行動へ切り替えている。」と記述があった
が、他の園にもしっくりくるのではないだろうか。

8）園児たちに鑑賞曲の説明をするか
アンケートでは、1.はい、2.いいえ、から選択し
てもらい、3.「はい」の場合どの程度説明するか、
をたずねた。結果は 表 5に示した。
幼児がイメージしやすいように言葉を選び説明

をする園（5園）と、説明はせずに音楽そのもの
を純粋に感じさせる園（4園）に分かれた。説明
し、イメージを持って聴かせる園は、季節や曲の
テーマとなるものの説明をし、幼児の想像の助け
となるような言葉がけをしている。幼児は題名か
らも理解することはできるが、保育者の言葉がけ
によって、自分のよく知っている「雨」や、可愛
らしい動物の姿をより鮮明に思い描くことができ
る。さらに、季節やテーマを音楽の中に見つけよ
うと能動的な聴き方ができるのではないかと考え
る。
一方、D園「音楽は説明するものでなく感じる
もの」、H園「曲の細かい説明はせず、音楽に任せ
聴くのみ」というように、音楽そのものをシャワー
のように浴びせるというのも一つの聴かせ方であ
る。個人的な音楽との関わりの中で、独自の想像を
膨らませることができ、逆に頭を空っぽにするこ
ともできる、幼児にとって自由な時間となる。そ
れぞれの感じ方ができることで、想像の幅が広が
る可能性がある。音楽の聴かせ方は、工夫の余地
があるように思う。

9）音楽鑑賞をして良かった点
①幼児にとって良かった点、②保育者にとって
良かった点、をたずねたところ、どちらにも音楽
的な利点だけでなく精神面や生活上の利点があげ
られた。結果は表 6と表 7に示した。
まず①では、幼児の音楽的な感性に関する成長
があげられた。B園「聴く力」というのは、単に
耳の良さだけではなく、音楽を聞いて様々な感情
を持ち、自分も表現してみたいと思う力であると
考える。F園「音楽を共有できる」、H園「遊びの
展開」も表現する力の成長に関ると考えられる。C

園「様々なジャンルを聴くことで想像力、表現力
が豊かになった」とある通り、クラシック音楽や
童謡など、幼児期に様々なジャンルに触れさせる
ことも大切である。
それ以外の利点として、集中力や癒し、心の落
ち着き（静と動のバランス）を得られることがあ
げられ、鑑賞を年少から続けることで、年長では
半数以上がしっかりと音楽を聞いている（F園）と
いう成長をあげた園もあった。また、立腰の姿勢
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が良くなったという意見や、音楽によって自分の
気持ちや行動を切り替えることができるという点
もあげられた。今まで知らなかった曲に触れるこ
とが知識や自信となり、自己肯定感につながって
いくという意見もあった。音楽鑑賞によって、音
感的な感性だけでなく様々な成長が感じられるこ
とがわかった。
②では、保育者の音楽的な感性の成長があげら
れた。D園「音楽に入り易い感情が育っている」、
F園「子供と音楽の楽しさを共有し、感性を磨く
ことができる」のように、子供達との日常的な音

楽鑑賞は、保育者の感性にも働きかけることがわ
かった。また、教養や説明するための表現を身に
つけられる点があげられた。A園「クラシックに
も興味を示すようになった。」、F園「広い教養を
身につけられる。音楽について幅を広げる」、のよ
うに、保育者自身が選曲や勉強のために様々な作
品に触れることで興味、知識を持つようになると
考えられる。C園「子供達に曲のイメージが広が
るよう、わかりやすく伝えるための言葉や表現な
どを考えるので、勉強になっている」とあるよう
に、音楽鑑賞は保育者が曲について十分に理解し、
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表 5　園児たちに鑑賞曲の説明をするか

選択肢 1.はい、2.いいえ、3.「はい」の場合どの程度説明するか



－123－

花園大学社会福祉学部研究紀要　第30号　2022年 3 月

感性を働かせることでより充実したものとなる。
また、幼児が音楽に癒され落ち着き、音楽を合
図に自分で考えて動けることにより、保育がしや
すくなったという意見もあげられた。

10）音楽鑑賞についての悩み、改善したい点
音楽鑑賞における悩みや改善したい点を、①園
児に関する悩み、②選曲に関する悩み、③保育者
について、④鑑賞の頻度について、⑤その他、に
分けてたずねた。あまりたくさんの回答は得られ
ず、現状に問題がないと考える園が多く、そもそ

も音楽の深い知識や効果は求めていないという園
もあった。
①については、「（鑑賞を朝に行っているため）遅
刻すると聞けない。遅刻者は大体決まっている」、
「クラシックに興味や関心を持たせる導入が難し
い。」という意見が見られた。家庭環境にもよるが、
幼児がクラシック音楽に触れる機会はそう多くな
いだろう。園で鑑賞の時間を取り、普段聞かない
音楽を聴かせるだけでも良いことだと思うが、各
園はさらに興味や関心を持たせようと努力してい
るのがわかる。
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表 6　音楽鑑賞の時間をとって良かった点（幼児編）
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表 7　音楽鑑賞の時間をとって良かった点（保育者編）
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②については「音楽係の保育士が選曲し、統括
者が確認するが、毎年同じような楽曲を選んでい
る」、「子供の聴きやすい曲、偏りがないか等悩む。」
という意見があった。選曲する側も知っている曲
に限りがあるため、鑑賞曲は有名な曲に偏ってし
まう。また、子供の立場に立って心地よく、楽し
く聞けるか検討することも大切である。
③については「保育者が曲について造詣を深め、
関心を持つ必要がある。」、「音楽だけでなく色々な
ことにイメージを広げ、子供たちに伝えることの
資質を育てる大切さを学ぶ必要がある」、「保育者
自身がもっとクラシックに興味をもつようになる
と良い」という意見があった。選曲するための知
識、保育者自身の感性のさらなる鍛錬が求められ
ていることがわかった。
④については「毎日実践することに意味がある
が、行事などに追われてしまい、短い時間になって
しまう時もある」という意見が見られた。鑑賞は
時間がない中、無理矢理詰め込む必要はない。子
供にも保育者にもストレスがないように行われる

べきである。

11）  アウトリーチコンサートなど、生演奏に触れ
る機会はあるか

アンケートでは、1.幼児の感性を育むのに良い。
是非取り入れたい（現在行なっていない）、2.すで
に行なっている。（頻度も記入）、3.たくさんの園
行事があるので、忙しくて取り入れるのは難しい、
4.演奏家を招いてはいないが、先生の演奏を聴か
せている、5.その他（記述）から選択してもらっ
た。結果は表 8に示した。
日常的に音楽鑑賞をしていても、演奏家の生演
奏に触れさせている園は 9園中 4園で、それほど
多くないことがわかった。幼児の音楽的な感性を
育むために取り入れたいと思いつつも、行事を増
やせない、予算の都合がつかない等の理由がある。
これはおそらく日本全国の様々な園が抱えている
悩みであろう。生演奏に勝る感動を得るのは難し
いだろうが、音楽鑑賞はどんな園でも始めやすく、
芸術教育の第 1歩に適しているだろう。設問 5「鑑

1 2 ( ) 3 4 
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表 8　アウトリーチコンサートについて

選択肢 1.幼児の感性を育むのに良い。是非取り入れたい（現在行なっていない）、2.すでに行なっている。（頻
度も記入）、3.たくさんの園行事があるので、忙しくて取り入れるのは難しい、4.演奏家を招いてはいないが、
先生の演奏を聴かせている、5.その他
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賞中の園児の様子」からもわかるように、音楽鑑賞
に慣れた幼児たちは聴き方を知っているため、今
後コンサートを聴く機会に恵まれた時、音楽にス
ムーズに入っていけることが予想できる。

Ⅲ．まとめと課題

今回のアンケート調査から、日常的にクラシッ
ク音楽鑑賞を実施している9つの就学前施設では、
「音楽の美しさを感じる」ことに加え、楽しく、生
活とも関わっている鑑賞、すなわち表現領域のね
らいに合った「鑑賞」をしていることがわかった。
鑑賞活動は音楽を感受する力の育成がメインにな
ると考えられがちである。しかしアンケートの回
答から、「友達や保育者と音楽の楽しさを共有す
る」ことや、「遊びの発展」、（広い意味での）「聴
く力」の成長など、表現する力の要素も育でいる
ことが明らかになった。幼児期の音楽鑑賞は、園
で友達や保育者と共に行うことで、感受と表現す
る力を育み、感受性を育てると言えるだろう。
また、日常的な音楽鑑賞は幼児の音楽的な感性
に働きかけるだけでなく、集中力や心の落ち着き、
鑑賞の姿勢の習慣化、知識を得られること、そし
て保育者の知識や表現力を伸ばすきっかけにもな
る面において有用であることがわかった。そして、
今後更に幼児の感性に働きかける鑑賞を行うため
に何が必要かを考えた時、選曲と聴かせ方に関し
て改善できる点が浮かび上がった。
まず選曲について偏りを解消するため、バロッ
ク、古典派、ロマン派、近現代の時代区分からバ
ランスよく選曲することや、演奏形態や楽器編成
を考えて選ぶことを提案したい。各楽器の協奏曲
や独奏曲、交響曲、古楽器など様々な音色とスタ
イルに触れることで幼児の驚きや感動体験が増え
る。また、長調の鑑賞曲が多いため、時には幼児
の心に負担を与えない程度の暗さの短調の曲を入
れるのも良いだろうと考える。その際、過度の興
奮や恐怖、重苦しさを感じさせるものは避け、美
しさを重視するのが良いと考える（例えば、バッ
ハのシャコンヌ、モーツァルトのピアノ協奏曲第
23 番より第 2楽章、ベートーヴェンのピアノソナ
タ「テンペスト」、メンデルスゾーンのヴァイオリ

ン協奏曲、チャイコフスキーの「白鳥の湖」より
「情景」など）。
そして聴かせ方に関して、幼児が曲のイメージ
をしやすいように言葉を選び説明をする園と、説
明はせずに音楽そのものを純粋に感じさせる園に
別れたが、それぞれの考え方や良さがあった。そこ
で、より幼児の想像を活発にさせるため、音楽の聴
かせ方を考えたいと思う。聴かせ方は、幼児の音楽
鑑賞の経験の多さや、発達の度合いにも留意する
必要があるだろう。入園したばかりの経験の浅い
年少の幼児には、保育者によるわかりやすい導き
が必要であると考えられ、年長の幼児には、詳しす
ぎる説明は想像の幅を狭めてしまうのではないか
ということが考えられる。そこで、例えば年長の
幼児たちが 1ヶ月間同じ曲を鑑賞する場合、月の
始めの何回かは説明なしに鑑賞曲を聞かせて、幼
児に自由な反応をしてもらう聴かせ方を提案した
い。「昨日は〇〇な曲だと思ったけど、今日は△△
だと思った。」というような、幼児の自由な発想が
あるのではないだろうか。それらを友達や保育者
と共有し、また共感を得られた時、幼児の心の中に
楽しさや喜び、「表現したい」という気持ちが生ま
れるのではないだろうか。幼児たちが曲に慣れは
じめた頃、「実はこのような曲でした。」と、題名や
テーマを発表する。自分の想像と違った時の驚き
や気づきなどもまた、幼児の中に新たな表現の引
き出しを生むと考えられる。鑑賞曲の選曲方法や
聴かせ方に関しては、今後の研究の課題としたい。
また、本調査結果と考察は、9つの園に見られた特
質から導き出されたことであるため、今後更に多
くのデータを得て検討を重ねていく必要がある。
幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎
を培う重要な役割を担っている。生活や自然の中
の音、みんなで歌う歌、親や保護者が歌いかけて
くれる歌など、幼児の身近にあるものの中に「美」
を見出すことや、感性の種を見つけることはもち
ろん大切である。それに加え、存在自体が感性で
ある芸術やクラシック音楽のような、幼児にとっ
て新しい刺激からの驚きや気づき、気づけたこと
への喜びや達成感は、もともと豊かな感性の持ち
主である子どもの心に働きかけ、可能性を開くも
のだと考える。我々大人や保育者には、目に見え
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ない子どもの心の動きや成長を見逃さないために
も、感性豊かでいることが求められる。
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